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猪
名
川
中
学
校
吹
奏
楽
部

町
長

す
ご
い
ね
！
中
学
生
の
仲
間
は
も
ち
ろ
ん
、

町
民
の
皆
さ
ん
が
、
全
国
大
会
で
の
活
躍
を
祈
っ

て
い
ま
す
。
練
習
は
ど
れ
く
ら
い
し
て
い
ま
す
か
。

生
徒

平
日
は
２
〜
３
時
間
で
す
が
、
土
・
日
は

結
構
し
て
い
ま
す
。

町
長

練
習
は
、
辛
く
あ
り
ま

せ
ん
か
。

生
徒

と
て
も
楽
し
い
で
す
。

町
長

緊
張
と
い
っ
た
心
配
は
あ
り
ま
せ
ん
ね
。

生
徒

全
国
の
人
た
ち
に
、
こ
こ
ろ
に
残
る
演
奏

を
聴
か
せ
ら
れ
る
よ
う
に
、
が
ん
ば
っ
て
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

生
徒

私
は
、
全
国
大
会
出
場
へ
の
夢
が
か
な
い

と
て
も
嬉
し
い
で
す
。

生
徒

先
輩
や
先
生
な
ど
、
応
援
し
て
く
だ
さ
っ

た
た
く
さ
ん
の
方
の
た
め
に
も
が
ん
ば
り
ま
す
。

生
徒

全
国
大
会
を
通
し
て
、
い
ろ
ん
な
人
に
自

分
達
の
演
奏
を
聴
い
て
も
ら
え
る
こ
と
が
嬉
し
い

で
す
。
乱
れ
の
な
い
演
奏
を
し
て
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

町
長

皆
さ
ん
は
全
国
大
会
へ
出
場
す
る
だ
け
の

力
を
つ
け
て
お
ら
れ
ま
す
が
、
そ
れ
を
今
後
あ
ら

ゆ
る
方
面
で
生
か
し
、
将
来
は
、
も
っ
と
大
き
な

舞
台
で
活
躍
で
き
る
よ
う
に
が
ん
ば
っ
て
ほ
し
い

と
願
っ
て
い
ま
す
。

顧
問

現
在
、
中
谷
中

学
校
か
ら
全
国
大
会
に

出
場
し
た
音
大
生
が
、

指
導
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。
将
来
は
、
多
く
の
人

を
魅
了
す
る
演
奏
家
に
な
り
た
い
と
思
っ
て
い
る

よ
う
で
す
。

町
長

持
て
る
才
能
を
磨
い
て
く
だ
さ
い
。
次
は
、

全
国
大
会
で
す
。
長
野
ま
で
は
行
け
ま
せ
ん
が
、

応
援
し
て
い
ま
す
。
猪
名
川
町
で
は
な
く
、
関
西

の
代
表
と
し
て
が
ん
ば
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

（
全
国
大
会
で
は
、
み
ご
と
銀
賞
に
輝
き
ま
し
た
）

全
国
大
会
出
場
お
め
で
と
う

町
は
申
請
を
受
け
る
と
、
日
常

の
生
活
状
況
な
ど
の
聞
き
取
り
調

査
を
行
い
、
支
援
費
の
支
給
の
可

否
を
決
定
し
、
支
給
す
る
場
合
は

そ
の
内
容
を
書
い
た
受
給
者
証
を

交
付
し
ま
す
。
利
用
者
の
皆
さ
ん

は
、
受
給
者
証
の
内
容
に
基
づ
い

て
、
個
別
に
事
業
者
と
サ
ー
ビ
ス

を
受
け
る
契
約
を
し
ま
す
。

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
と
、
利

用
者
や
扶
養
義
務
者
は
サ
ー
ビ
ス

の
内
容
と
負
担
能
力
に
応
じ
て
事

業
者
に
自
己
負
担
金
を
支
払
い
ま

す
。
利
用
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
量
や

障
害
の
程
度
が
変
わ
る
場
合
は
、

変
更
の
申
請
が
で
き
ま
す
。

支
援
費
制
度
の
対
象
者
は
身
体

障
害
者
（
児
）
と
知
的
障
害
者

（
児
）
で
す
。
支
援
費
制
度
の
対
象

と
な
る
施
設
や
サ
ー
ビ
ス
は
表
１

の
と
お
り
で
す
。
た
だ
し
、
介
護

保
険
受
給
対
象
者
は
介
護
保
険
の

サ
ー
ビ
ス
を
優
先
し
て
利
用
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。

受
給
者
証
を
発
送

支
援
費
支
給
申
請
を
し
て
い
る

人
に
は
、
３
月
下
旬
に
支
給
（
不

支
給
）
決
定
通
知
書
と
受
給
者
証

を
発
送
し
て
い
ま
す
。

事
業
者
と
契
約
を

４
月
か
ら
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を

受
け
る
に
は
、
事
業
者
と
の
契
約

が
必
要
で
す
。
受
給
者
証
が
届
い

て
か
ら
事
業
者
と
契
約
し
て
く
だ

さ
い
。
契
約
す
る
と
き
は
、
事
業

者
か
ら
サ
ー
ビ
ス
内
容
や
自
己
負

担
金
の
支
払
い
に
関
す
る
こ
と
な

ど
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

支
援
費
制
度
に
関
す
る
相
談
、

問
い
合
わ
せ
は
、
健
康
福
祉
課

（
�
７
６
６
・
８
７
０
１
）
へ
。

国

民

年

金

20
歳
以
上
の
学
生
の
方
に
つ

い
て
は
、
申
請
を
し
て
承
認
さ

れ
る
こ
と
に
よ
り
国
民
年
金
保

険
料
の
納
付
を
後
払
い
す
る
こ

と
が
で
き
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

●
猶
予
基
準
は

本
人
の
収
入
が
１
３
３
万
円

を
超
え
る
人
は
、
適
用
さ
れ
ま

せ
ん
。

●
承
認
さ
れ
た
ら

承
認
さ
れ
る
期
間
は
、
申
請

さ
れ
た
月
の
前
月
か
ら
、
そ
の

年
度
末
（
３
月
）
ま
で
で
す
。

な
お
、
届
出
は
毎
年
必
要
で
す
。

学
生
納
付
特
例
を
す
で
に
承

認
さ
れ
て
い
た
人
で
、
15
年
度

も
引
き
続
き
申
請
さ
れ
る
人
は
、

４
月
１
日
よ
り
受
付
を
開
始
い

た
し
ま
す
の
で
保
険
住
民
課
ま

た
は
、
日
生
・
六
瀬
住
民
セ
ン

タ
ー
で
申
請
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。
そ
の
際
、
学
生
証

（
コ
ピ
ー
可
）
ま
た
は
在
学
証
明

書
・
年
金
手
帳
・
印
鑑
を
ご
持

参
く
だ
さ
い
。

現
在
、
国
民
年
金
保
険
料
の

全
額
ま
た
は
半
額
免
除
を
承
認

さ
れ
て
い
る
人
は
、
今
年
か
ら

６
月
末
ま
で
承
認
期
間
が
延
長

さ
れ
て
い
ま
す
。
引
き
続
き
申

請
さ
れ
る
人
は
、
７
月
１
日
よ

り
受
付
を
開
始
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は
、
保
険
住
民

課
（
�
７
６
６
・
８
７
０
０
）

ま
た
は
尼
崎
社
会
保
険
事
務
所

（
�
06
・
４
８
６
８
・
３
０
１

５
）
へ
。

身体障害者
授産施設

療護施設

更正施設

支援費制度の対象となるサービス

施設サービス

知的障害者

障 害 児

在宅サービス

授産施設

更正施設

通勤寮

心身障害者福祉協会

が設置する福祉施設

ホームヘルプサービス

デイサービス

ショートスティ

ホームヘルプサービス

デイサービス

ショートスティ

グループホーム

ホームヘルプサービス

デイサービス

ショートスティ

４
月
か
ら
障
害
者
福
祉
の
サ
ー
ビ
ス
が
、
現
行
の
「
措
置
制
度
」

か
ら
「
支
援
費
制
度
」
に
変
わ
り
ま
し
た
。
今
ま
で
の
「
措
置
制

度
」
で
は
、
町
が
事
業
者
を
特
定
し
、
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
を
決
め

て
い
ま
し
た
が
、
４
月
か
ら
は
、
利
用
者
の
皆
さ
ん
が
受
け
た
い

サ
ー
ビ
ス
を
町
に
申
請
し
、
自
ら
事
業
者
や
施
設
を
選
ん
で
、
サ

ー
ビ
ス
の
提
供
を
受
け
る
「
支
援
費
制
度
」
に
変
わ
り
ま
し
た
。

障害者福祉サービスの利用につい

て支援費支給を希望する方は、猪名

川町や事業者･施設などで相談支援

を受け猪名川町に支援費支給の申請

をします。

猪名川町は、申請を行った障害者

の状況を調査し、支援費の支給が適

切であれば支給の決定を行い、受給

者証を交付します。

利用者は兵庫県等の指定を受けた

事業者・施設との契約により、サー

ビスを利用します。

町は支援費としてサービスの利用に要する費用の全額か

ら利用者負担額を差し引いた額を支給します。

実際は、利用した事業者・施設に代理で支払われます

（代理受領）。

利用者（扶養義務者）は、その負

担能力に応じて定められた利用者負

担額を支払います。

支援費支給の申請

支援費支給の決定

サービスの利用

支援費の支払い

４
月
か
ら
「
支
援
費
制
度
」
が
新
し
く
な
り
ま
し
た分からないことがあれば

ご相談ください

表１

障
害
者
福
祉
制
度

学
生
納
付
特
例
制
度

免
除
申
請

介護保険制度では、保険財政を安定

的に運営していくために、３年毎に事

業内容の見直しを行います。この度、

介護保険運営協議会で協議され第２期

猪名川町介護保険事業計画が策定され

ました。

この計画をもとに今後の

高齢者数・要介護認定者数

並びにサービス利用者数が

増加することが見込まれ、

平成1 5年度～同1 7年度の３

年間の保険料を、表２のと

おり改定することになりま

した。皆さんのご理解とご

協力をお願いします。

特別徴収（年金天引き）の方

平成 1 5年４・６・８月

は、同1 5年２月の保険料額

と同じ額を納付（仮徴収）

いただき、1 0月以降に新し

い保険料額から仮徴収分を

除いた差額を納付いただく

ことになります。

普通徴収（窓口払い及び口

座振替）の方

６月に新しい保険料額で

納入通知書を送付します。

問い合わせは、保険住民課（ �

766－8700）へ。

第１段階

第２段階

第３段階

第４段階

第５段階

・生活保護受給者

・老齢福祉年金受給

者で世帯全員が住民

税非課税の場合

・世帯全員が住民税

非課税の場合

本人が住民税非課税

の場合

・本人が住民税課税

で、合計所得金額

200万円未満の場合

・本人が住民税課税

で、合計所得金額

200万円以上の場合

基準額×0 . 5

基準額×0 . 7 5

基準額

基準額×1 . 2 5

基準額×1 . 5

1,600円

2,400円

3,200円

4,000円

4,800円

表２　第１号被保険者の保険料

段階 対象者
月額保険料

（平成1 5年度～1 7年度）

猪名川町介護保険事業計画を策定

65歳以上の方の介護保険料を見直し

第２期

※第４段階と第５段階の合計所得金額の基準が2 5 0

万円から200万円に変更されました。

※ホームヘルプサービスには、ガイドヘルプが含まれます

※障害児の施設支援は、これまで通りの手続きで行われます

�
真
田
町
長
か
ら
、
激
励
を
受
け
る

写
真
左
か
ら

地
さ
ん
・
福
山
さ

ん
・
田
口
さ
ん
・
村
上
さ
ん
。

猪
名
川
中
学
校
吹
奏
楽
部
の
サ
キ
ソ
フ
ォ
ー
ン

四
重
奏
が
、
３
月
21
日
長
野
県
で
開
催
さ
れ
る

全
国
大
会
へ
の
出
場
を
前
に
、
同
４
日
真
田
町
長

を
訪
れ
演
奏
曲
を
披
露
し
抱
負
を
語
り
ま
し
た
。

20
歳
か
ら
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト


